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地盤最表層のインピーダンス推定手法に関する基礎的検討
Preliminary study to estimate elastic impedance in ground surface layer
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地震時のように構造物が動的に応答する場合、地盤と構造物との動的相互作用によって地盤の物理パラメータが影響
を与えることが知られている．その影響は複雑であるが，逸散減衰に地盤のインピーダンスが関連することが知られて
いる．
また、最近提案された Normalized Energy Density (NED; Goto et al.,2011a)は水平成層地盤内を伝播する波動に関する

物理量で、層構造がどのような構成であるかに関わらず、各層で一定値をとる特徴がある．この特徴を利用すると地盤
の具体的な速度構造が分からなくても、最表層の NEDと基盤相当の地盤の NEDとを観測することが出来れば、地盤の
減衰を直接求めることができる (Goto et al.,2011b)．NEDは層のインピーダンス値をパラメータとして含むため、最表層
の NEDを求めるためには最表層のインピーダンス値を何らかの方法で計測する必要がある．
本研究は、地盤最表層のインピーダンスを実測する手法を検討するため、有限差分法を用いた数値実験によって基礎

的な検討を行ったものである．地表面の一部に空間的に一様な調和振動を与え、その反力を観測することで得られる関
係と最表層のインピーダンスとの関連性について検討した．
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